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問題および目的
他者の利益になる行動を向社会的行動と呼び多くの研究がなされてきた。そして，近年
では向社会的行動の動機づけ過程が重視されている（松崎・浜崎，1990）。それは外見的に
同じ行為が出現しても，意図動機が異なれば，異なる向社会的行動の様式とみなす考えが
趨勢となってきているからである。向社会的行動の動機づけ過程を明かにする視点として，
道徳的判断，共感性，そして自己知覚があげられる。本研究は自己知覚を通じて，向社会
的行動の動機づけ過程を検討した。
　過去の行為が内発的で愛他的理由に基づいて行われたのであれば，行為者は自分自身を
良心的で，愛他的な人格であると知覚する。この知覚された愛他性は以後の行動の内的報
酬となり自己満足を与える。この自己満足は以後の行動を動機づける（Grusec，1982；松
崎・浜崎1990）。しかし，本来その行為とは無関係な外的報酬が期待される状況を経験する
と，内発的で愛他的な理由が割引かれ自己満足が低下し（Batsonら，1978），以後の向社
会的動機づけの低下が報告されている（Uranowitz，1975）。
　ところで，向社会的行動以外の領域では，外的報酬などによる内発的動機づけの低下は，
もともとその活動に対する興味関心が高い場合にのみ生じることが報告されている（橋口，
1985）。向社会的行動の領域においても，日常内発的で愛他的な理由から，向社会的に取り
組んでいる者とそうでない者とでは，外的報酬の効果が異なるのかもしれない。Condry
（1978）が指摘するように，個人間要因を考慮して外的報酬の影響を検討することは意味
あることと思われる。
　橋口（1985）に従えば，外的報酬が期待される場面において，日常内発的で愛他的な理
由から，向社会的行動に取り組んでいる者のみが，一連の反応として，強い外的理由を経
験し，自己知覚的な愛他性（内的理由）を割引き，それに伴う自己満足を低下させ，内発
的な向社会的動機づけの損傷をもたらすかもしれない。
　そこで，本研究では児童の向社会性を査定し，高い向社会性を示す者（以下高一向社会
＊長崎大学教育学部心理学教室　＊＊長崎県多良見町立喜々津小学校　＊＊＊中京女子大学短期大学部
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児）と低い向社会性を示す者（以下低一向社会児）とでは，外的報酬による内発的な向社
会的動機づけへの影響が異なるのかどうか検討することを目的とした。また，本研究では
向社会的場面として，先行研究（Batsonら，1978；Uranowitz，1975）との比較を考慮に
入れ，援助行動をとりあげた。
方 法
予備調査（向社会性の査定）
　被三児　N市内の小学校3，4年生98名
　手続き　調査は集団で一斉に実施した。質問項目は桜井（1986）に従い，（1）元気のない
人を，よく心配してくれる人はだれですか（心配項目）。（2）自分勝手なことをしないで，み
んなと協力できる人はだれですか（協力項目）。（3）困っている人をみると，よく助けてあげ
る人はだれですか（援助項目）。（4）小さい子や弱い子の世話をよくする人はだれですか（世
話項目）。以上4つであった。各質問に対して，クラスのなかから，あてはまる友だちの名
前を男女2名ずつ書くようになっていた。ただし同じ友だちの名前を何回書いてもよいし，
あてはまる友だちがいない場合には，書かなくともよいことになっていた。得点化は，書
れた名前1つにつき，その名前の子どもに1点を与え，各児童について得点を集計した。
高得点ほど向社会性が高いことを示す。桜井（1986）によると，各質問項目の相関は高く，
合計得点を出すことは意味あることが分かっている。
本　実　験
　被験児　予備調査の結果から，得点の高い者と低い者（クラスごとに上位下位33％）を
抽出し，それぞれ高一向社会児，低一向社会面とした。そして，各々を以下の条件群のい
ずれかに割り当てた。
　手続き　実験は個別に実施した。報酬条件群では「あなたが，お父さんとお母さんのい
ない子どもたちのために，この作業（市販のおりがみを10枚ずつの束にしていく作業）を
してくれるならば，お礼として，これ（感謝状）をあげる」と述べ，子どもが承諾したの
ち，4分間の作業をさせた。作業終了後，礼を述べて，報酬が既に子どもの物であること
を強調した。報酬なし条件群では「お父さんとお母さんのいない子どもたちのためにこの
作業をしてほしい」と述べ，子どもが承諾した後，4分間の作業に従事させた。作業終了
後，礼を述べた。
　従属変数　作業終了後，（1）仕事をし
たのは，そうするように言われたから
（外的理由の知覚）。（2）仕事をしたの
は，かわいそうな子どもたちのために
仕事をするのが好きだから（内的理由
の知覚：自己知覚的愛他性）（3）仕事を
しているときは楽しかった（自己満足
度）（4）ごほうびがなくても，もっと仕
事ができたら仕事をしたい（今後の向
社会的行動への内発的動機づけ）。以上
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図1　子どもに与えた感謝状
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4項目に関して質問を実施した。回答形式はいずれも［はい］，［どちらかといえば］，［ど
ちらともいえない］，「どちらかといえぼいいえ］，「いいえ」の5段階評定で行い，得点化
は［はい］に5点，［どちらかといえばはい］に4点，［どちらともいえない］に3点，［ど
ちらかといえばいいえ］に2点，［いいえ］に1点を与えた。そして質問項目ごとに得点化
したものを集計した。
結 果
　質問項目ごとに2（向社会性：高，低）×2（報酬：有，無）の分散分析を実施したとこ
ろ，以下の様な結果が得られた。
（1）外的理由の知覚：報酬の主効果（F（65）＝14．54，P＜．005），および交互作用（F（65）＝
11．96，P＜．005）が有無であった。多重比較を実施したところ，高一向社会報酬なし条件
群は，高一向社会報告条件群（t（65）＝2．99，P〈．01），低一向社会報酬条件群（t（65）＝
2．44，．01＜P〈．02），低一向社会報酬なし条件群（t（65）＝2．10，．02＜P〈．05）の3条
件群よりも外的理由を知覚の程度が有意に低いことがわかった。高一向社会報酬なし条件
群以外の3条件群問に有意な差はなかった（図1参照）。
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（2）自己知覚的愛他性：両主効果および交互作用は有意でなかった（図2参照）。
（3）自己満足度：留主効果は有意ではなかったが，交互作用が有意（F（65）＝7．92，
P＜．01）であった。多重比較の結果，高一向社会児の場合，報酬条件群が，報酬なし条件
群より，自己満足度が高い傾向が認められた（t（65）＝1．85，P＜．10）。これに対して，
低一向社会児の場合，報酬条件群が，報酬なし条件群よりも，自己満足度が有意に低いこ
とがわかった（t（65）＝3．19，P＜．01）（図3参照）
（4）今後の援助行動への内発的動機づけ：両主効果，交互作用は有意ではなかった（図4
参照）。
討 論
　以上の結果から，低一向社会児はi援助行動そのものに抵抗があるため，外的報酬の有無
に関係なく，大きな外的理由を知覚したものと思われる。低一向社会児と比較して高一向
社会児は，援助行動をすること自体には抵抗がない。しかし，外的報酬により，実験者の
操作的意図を認知するため，外的理由の知覚の程度が大きくなるのではないだろうか。低
一向社会児とは異なり，外的報酬によって高一向社会学の自己満足が高まる傾向さえ認め
られたのは，彼等が自己満足を高めるような情報を外的報酬に見出したためと思われる。
　先行研究においては，外的報酬によって，自己知覚的愛他性，自己満足度の低下が見出
され，内発的な援助動機づけの低下が示唆された（たとえば，Batsonら，1978）。　Batson
ら（1978）の研究と本研究のちがいは，彼等の研究では，外的報酬として，金銭報酬を用
いていたのに対して，本研究では，社会的報酬を用いていたことが挙げられる。このため，
とくに高一向社会児は，報酬により比較的強い外的圧力を経験しながらも，自己満足度が
低下しなかったのかもしれない。さらにBatsonら（1978）は，被験者として，大学生を用
いていたのに対して，本研究では児童期の子どもを用いていたことが，異なる結果の原因
として挙げられる。Kunda＆Schwarz（1983）が指摘するように，道徳的価値や規範にか
かわる行動は，社会的望ましさの要因の影響を受けやすい。しかも年少児ほどこの要因の
影響が大きいといわれる（Katkovsky，1965）。したがって，本研究の子どもたちは，本来
の援助理由や援助動機づけを，歪曲して表明したのではないだろうか。今後，社会的望ま
しさの要因の介入を防ぐ手だてを講じる必要があろう。
　また，本研究における援助場面にも問題があると思われる。それは，本研究では，援助
の対象が「両親のいない子ども」ということで紹介された。そのため，共感的苦痛が生じ
それを低減させるために援助行動が触発された可能性がある。このことが，外的報酬の影
響を消失させたのかもしれない。このことは援助対象者の特性により，向社会的行動の異
なる動機づけ過程が生じることを示唆するものといえる。
付記）本論文は，中国四国心理学影回46回大会において発表したものを修正，加筆したも
のである。
謝辞）資料の収集にあたり，長崎市三重小学校長溝田正英先生をはじめ影回生方，および
児童のみなさんのご協力を噛ました。厚く御礼を申し上げます。
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